
1. 主流出口論の型
　数学教育学では，＜社会が必要とする人材
＞を学校数学の出口と定めてこれを論ずる
タイプの学校数学出口論が，「なぜ学校数学
か？」論の主流になっている。これらの出口
論には共通の型がある。そして同型の視点に
立てば，同じものが名前・装飾を変えて再登
場というふうになっている。
　＜社会が必要とする人材＞は，どのような
行為ができるかという形で表現される。行為
を表現するのは，行為語である。いま，「○
○」がこの種の行為語の一つであるとしよう
( 例えば ,「コミュニケーション」)。出口論は，
つぎのように論を進める：

1. ○○できる者がいるのに対し，○○できな
い者がいる。

2. みなを○○できる者にすることは，学校教
育の仕事である。

3. ○○できる者を実現する方法は，○○の行
為をいろいろ・たくさん課すことである。

4. 各教科が，自分の領域でこれを行う。
　特に，算数科・数学科で，これを行う。
5. 算数科・数学科で「○○の行為をいろいろ・

たくさん課す」を実施するに際し，つぎの
ことを研究の形で明らかにしていかねばな
らない：
A. 「○○」の意味・内容は？ ( 概念分析研究 )
B. 「○○の行為をいろいろ・たくさん課す」

の指導法は？ ( 授業実践研究 ) 

そして，学界および教育現場において概念分
析研究・授業実践研究が開始され，しばらく
の時期この活動が続く。

　出口論研究は，求める人材が実現されたか
どうかは追及されない。実際，実現されたか
どうかはわかりようがない。そこで，誰もが
安全に参加できるものになる。
　研究活動は，「研究という形でやれること
は，やり尽くした ( これ以上やっても同じ )」
という形で，やがて煮詰まる。そして，新装
の出口論の登場となる。

2. 経済主義
　主流出口論は発信源がアメリカである。ア
メリカ発の出口論は経済主義になる。今日で
は特にグローバリズムになる。学術の立場は，
これは一旦相対化することになる。
　相対化のヒントは，数学に求めるに限る。
数学の真骨頂は，実利からの超然 ( 実利に背
を向ける ) にある。ユークリッドの第５公準
の問題の決着に延々とかかずらうのが，数学
である。数学を「科学の基礎」と称えるのも，
あやしい。科学的応用をもたない主題の方が
あたりまえであり，そしてそれらは「将来の
科学的応用をまつ」というふうに価値が考え
られているのではない。

3. 勉強した数学は，これを使うとはならない
　「数学を勉強して何の役に立つ？」の問い
対し答えるものは，＜数学の勉強がもたらす
もの＞である。そしてこれは，数学教育学の
リサーチでわかるものではない。数学を勉強
した者が，自分自身を内観するという方法で，
探っていくしかないものである。
　内観は経験値依存になるが，それでも傾向
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としてはつぎの考えに収束していく：
勉強した数学は，これを使うとはならない。
勉強した数学は，自分のカラダになってい
る。（数学を勉強していなかったら，いま
のカラダは無い。) 

4. 出口論から指導内容再編は出て来ない
　出口論は授業開発の研究を駆動する。研究
は指導内容の再編をゴールに見る。しかし，
指導内容の再編を見ることはない。
　指導内容の再編を見ることがないのは，数
学がそのようなものではないからである。指
導内容は，学校版ではあるが，いぜん数学で
ある。そして数学は，＜社会が必要とする人
材＞を育てるもののようには，存在していな
い。逆に，＜社会が必要とする人材＞を育て
ることには無関心の相で，存在している。

5. 出口論現象学
　出口論が駆動する人の活動は，学界や教育
現場の研究活動だけではない。教育行政があ
り，教育ビジネスがある。そしてこれらを含
めた大きな「経済効果」がある。ひとの社会は，

「経済効果」をつくる装置によって回ってい
る。出口論はこの種の装置として機能してい
る。よって，出口論は無くてはならない。
　一つの出口論は，これによって駆動される
活動が＜やれることをやりつくす＞＜煮詰ま
る＞という形で終焉する。しかし出口論は無
くてはならないので，名前・装飾を変えて再
登場となる。新装という方法で再登場できて
しまうのは，終焉が「結果追及されることの
ない活動の終焉」だからである。
　こういうわけで，出口論の内容批判は学術
的には意味がない。出口論という現象は，一
つの社会の要求する機能がそこに果たされて
いるという意味で，必然である。出口論はそ
れの必然性，機能性，機能のメカニズムといっ
た視点から，研究の対象になるものである。

6. 「言語」の主題化

　出口論の「研究活動を駆動し経済効果を生
む」機能は，言語タイプとしての表象主義が
条件になっている。表象主義はことばを存在
の鏡像とみなす立場である。概念分析として
ことばを分析することが，存在の分析になる。
この表象主義は，ひとにとってわかりやすい。
学術は合理主義につくが，この意味は表象主
義を方法にするということである。
　一方，表象主義は，言語の中で閉じる。言
語の外に出てしまうタイプの探求 ( 例えば哲
学 ) は，独自に言語を開発しなければならな
くなる。この探求がつくるテクストは，表象
主義で世界認識をやってきている者にとって

「難解」なものになる。表象主義のことば使
いと違うからである。
　「数学を勉強して何の役に立つ？」の答え
は，内観を方法に探求することになる。この
探求は言語の外にでる。

7. 結論
　社会・組織が現前のようにあるのは，これ
の活性をつくり続けているものがあるからで
ある。これが，広い意味での「経済」である。
学校数学および数学教育学も，「経済」装置
をもっていることになる。実際，出口論がこ
の役を果たすものになっている。
　出口論には「経済」装置として機能するた
めのしくみが，うまく備わっている。「活動
を駆動できる」「同型を繰り返し使える」し
くみが，これである。「活動を駆動できる」
の実現は，表象主義のわかりやすさによる。

「同型を繰り返し使える」の実現は，駆動す
る活動が結果追及されることのないタイプの
ものであり，いつでも閉じられることによる。
世代忘却も，これの実現に与る。
　「数学を勉強して何の役に立つ？」の答え
の探求は，出口論の内容を批判するという関
係には立たない。両者は意義・次元を異にす
るものである。

（ 作業サイト : http://m-ac.jp/me/why/ ）


